
多項式 ２・因数分解

２３ ３ 公式を利用する因数分解（その４）

（１／５）■ 因数分解の公式のまとめ ■

乗法公式を利用した因数分解

★解法の技術★

【０】共通因数を割り出す

Ｍχ＋Ｍｙ＝Ｍ(χ＋ｙ)

［考える手順］ ［答 案］

(1) ６χ２＋３χ

１ 共通因数を分離 ＝３χ×２χ＋３χ×１

２ 共通因数を出す ＝３χ(２χ＋１) Ï共通因数を割り出す。( )内は商が残る

(2) (ａ－ｂ)χ＋(ａ－ｂ)

１ 共通因数を分離 ＝(ａ－ｂ)×χ＋(ａ－ｂ)×１

２ 共通因数を出す ＝(ａ－ｂ)(χ＋１) Ï共通因数を割り出す。( )内は商が残る

【１】二項式の積の公式の利用

χ２＋(ａ＋ｂ)χ＋ａｂ＝(χ＋ａ)(χ＋ｂ)

＊かけてａｂ，たしてａ＋ｂの組合せ

［答 案］

(1) χ２＋５χ＋６ (2) χ２－２χ－８

積 ６＝(＋２)×(＋３) 積 －８＝(＋２)×(－４)

和 ５＝(＋２)＋(＋３) 和 －２＝(＋２)＋(－４)

＝(χ＋２)(χ＋３) ＝(χ＋２)(χ－４)

（次のページへつづく）Æ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【多項式 №２３（１／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

【２】「平方公式」の利用

ａ２±２ａｂ＋ｂ２＝(ａ±ｂ)２

［考える手順］ ［答 案］

(1) χ２＋８χ＋１６

１ 式の特徴を書く ＝(χ)２＋２(χ)(４)＋(４)２

２ 因数分解する ＝(χ＋４)２

(2) ９χ２－３０χｙ＋２５ｙ２

１ 式の特徴を書く ＝(３χ)２－２(３χ)(５ｙ)＋(５ｙ)２

２ 因数分解する ＝(３χ－５ｙ)２

【３】「和と差の積の公式」の利用

ａ２－ｂ２＝(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ)

＊２項で，ともに平方数

［考える手順］ ［答 案］

(1) χ２－２５

１ 式の特徴を書く ＝(χ)２－(５)２ Ï ２項で，ともに平方数

２ 因数分解する ＝(χ＋５)(χ－５) Ï(和)×(差)

(2) ４χ２－９ｙ２

１ 式の特徴を書く ＝(２χ)２－(３ｙ)２ Ï ２項で，ともに平方数

２ 因数分解する ＝(２χ＋３ｙ)(２χ－３ｙ) Ï(和)×(差)

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



多項式 ２・因数分解

２３ ３ 公式を利用する因数分解（その４）

（２／５）■ 因数分解の公式のまとめ ■

因数分解の手順

因数分解の問題を解くには，次の手順で考えを進めます。

【前提】共通因数はくくり出しておく。

ｍａ＋ｍｂ＝ｍ(ａ＋ｂ)

手順① 項の数を調べる

《項が２項のとき》 《項が３項のとき》

手順② 両端が平方数かどうかを調べる

《平方数のとき》 《平方数でないとき》

ａ２－ｂ２ ａ２±２ａｂ＋ｂ２ χ２＋(ａ＋ｂ)χ＋ａｂ

＝(ａ＋ｂ)(ａ－ｂ) ＝(ａ±ｂ)２ ＝(χ＋ａ)(χ＋ｂ)

【３】和と差の積 【２】平方公式 【１】２数の組合せを考える

（注）両端が平方数でも かけて 定数項

平方公式ではない場合 たして χの係数

がある。

まん中の項が

２ａχ

になっているかどうかを調べること。

（例）χ２＋１２χ＋３６＝(χ＋６)２

χ２＋１３χ＋３６＝(χ＋４)(χ＋９)

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



多項式 ２・因数分解

２３ ３ 公式を利用する因数分解（その４）

（３／５）■ 因数分解の公式のまとめ ■

◇《因数分解の公式のまとめ》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

次の式を因数分解しなさい。

(1) ６χ２＋３χ (2) (ａ－ｂ)χ＋(ａ－ｂ)

(3) χ２＋５χ＋６ (4) χ２－２χ－８

(5) χ２＋８χ＋１６ (6) ９χ２－３０χｙ＋２５ｙ２

(7) χ２－２５ (8) ４χ２－９ｙ２

【考え方】因数分解の公式

【０】Ｍχ＋Ｍｙ＝Ｍ(χ＋ｙ)

【１】χ２＋(ａ＋ｂ)χ＋ａｂ＝(χ＋ａ)(χ＋ｂ)

【２】χ２±２ａχ＋ａ２＝(χ±ａ)２

【３】χ２－ａ２＝(χ＋ａ)(χ－ａ)

［答 案］

【０】共通因数を割り出す

(1) ６χ２＋３χ

１ 共通因数を分離 ＝

２ 共通因数を出す ＝ Ï共通因数を割り出す。( )内は商が残る

(2) (ａ－ｂ)χ＋(ａ－ｂ)

１ 共通因数を分離 ＝

２ 共通因数を出す ＝ Ï共通因数を割り出す。( )内は商が残る

【１】「二項式の積の公式」の利用

(3) χ２＋５χ＋６ (4) χ２－２χ－８

積 ６＝ 積 －８＝

和 ５＝ 和 －２＝

＝ ＝

（次のページへつづく）Æ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【多項式 №２３（３／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

【２】「平方公式」の利用

(5) χ２＋８χ＋１６

１ 式の特徴を書く ＝

２ 因数分解する ＝

(6) ９χ２－３０χｙ＋２５ｙ２

１ 式の特徴を書く ＝

２ 因数分解する ＝

【３】「和と差の積の公式」の利用

(7) χ２－２５

１ 式の特徴を書く ＝ Ï ２項で，ともに平方数

２ 因数分解する ＝ Ï(和)×(差)

(8) ４χ２－９ｙ２

１ 式の特徴を書く ＝ Ï ２項で，ともに平方数

２ 因数分解する ＝ Ï(和)×(差)

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



多項式 ２・因数分解

２３ ３ 公式を利用する因数分解（その４）

（４／５）■ 因数分解の公式のまとめ ■

◇《因数分解の公式のまとめ》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の式を因数分解しなさい。

(1) ４ａ２ｂ２ｃ－２８ａｂ－３２ｂｃ

(2) －３０ａχ３－１８ａχ２＋６ａχ

１ ａ２ ｂ２

(3) ４９χ２－ ｙ２ (4) －
９ ２５ ３６

１
(5) ４χ２－１２χｙ＋９ｙ２ (6) χ２＋χ＋１６

６４

(7) χ２－１２χｙ＋２７ｙ２ (8) －４２－１１χ＋χ２

【考え方】式の特徴をみきわめ，【０】～【３】のどの公式を使えるかを決める。

式の形を変えることで，公式が使えるようになることもある。⇒(8)

⇒(8) －４２－１１χ＋χ２ は，χ２－１１χ－４２ と同じこと。

ａ２ ａ
平方数の表し方に注意。（例）４９χ２＝(７χ)２ ＝( )２

２５ ５

［答 案］

＊「式の特徴」は書かないで，すぐ因数分解した式を書きなさい。

(1) ４ａ２ｂ２ｃ－２８ａｂ－３２ｂｃ

＝

(2) －３０ａχ３－１８ａχ２＋６ａχ

＝

１ ａ２ ｂ２

(3) ４９χ２－ ｙ２ (4) －
９ ２５ ３６

＝ ＝

１
(5) ４χ２－１２χｙ＋９ｙ２ (6) χ２＋χ＋１６

６４

＝ ＝

(7) χ２－１２χｙ＋２７ｙ２ (8) －４２－１１χ＋χ２

＝ ＝

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



多項式 ２・因数分解

２３ ３ 公式を利用する因数分解（その４）

（５／５）■ 因数分解の公式のまとめ ■

◇《因数分解の公式のまとめ》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

次の式を因数分解しなさい。

１
(1) ａχ＋ａｙ－ａ (2) χ２－

１６

１
(3) ｙ２－ｙ＋ (4) χ２＋５χｙ＋６ｙ２

４

(5) ａ２＋ａｂ－７２ｂ２ (6) １３ｙ＋ｙ２－４８

(7) χ２－χｙ－６ｙ２ (8) １２１－８１ｙ２

【考え方】(1) ａ÷ａ＝１だから，例えば，ａｍ＋ａ２－ａ＝ａ(ｍ＋ａ－１)。

(6) ｙ２＋１３ｙ－４８ と同じ。

(8) １０以上の平方数

１０２＝１００，１１２＝１２１，１２２＝１４４，

１３２＝１６９，１４２＝１９６，１５２＝２２５

［答 案］

＊途中の考え方は書かないで，すぐ因数分解した式を書きなさい。

１
(1) ａχ＋ａｙ－ａ (2) χ２－

１６

＝ ＝

１
(3) ｙ２－ｙ＋ (4) χ２＋５χｙ＋６ｙ２

４

＝ ＝

(5) ａ２＋ａｂ－７２ｂ２ (6) １３ｙ＋ｙ２－４８

＝ ＝

(7) χ２－χｙ－６ｙ２ (8) １２１－８１ｙ２

＝ ＝

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




